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～ 感謝 ～ 子どもたちの成長を感じて、二学期（８１日間）を終えることができます。

今朝も厳しい寒気の中、白い息を吐きながら，班長を先頭に元気に登校し、「おはようございます。」
のあいさつがありました。寒さに体が縮こまり、「寒いね。大丈夫。」と言うと、「大丈夫です。『あい
さつと、えがおのまほうで、ぽっかぽか』です。」と、昇降口の愛の一声あいさつ運動を見た笑顔が返
ってきました。 第二学期８１日間、多くの地域の皆様、ご家族に見守られ、大きなけがや事故なく

終えることができます。心より感謝申し上げます。
さて今月１６日、マーチングバンド部が全国大会に出場し、５２名心を一つにした演奏演技で、見

事に銀賞を受賞しました。これも多くの皆様のご支援と、心より感謝申し上げます。また、練習会場
をお借りした「さいたま市立常盤北小学校のみなさん」から温かい応援を受け、交流を深めることが
できました。 そして今月も、思春期講座５年（講師･助産師）、租税教室６年（講師：須賀川法人会）、
人権教室６年（講師：保護司会）、通級指導「ことばの教室」のクリスマス会等々があり、多くの方々
が本校にお出でになり、お帰りになる時、必ず、以下のようなことばをいただきました。「子ども達が
落ち着いて、しっかりとこちらを見て話を聞いてくれます。素直な反応、受け答えにも、うれしくな
ります。男女の仲もいいですね。」等々。その度に、校長としてうれしくなり、子どもたちの確かな成

長を感じます。
多くの大会やコンクールで活躍した二学期でした。そして、日々の学習・生活の中で、少しでもよ

りよい自分を求めて、一つ一つを丁寧に頑張る４６９名の桜水っ子を誇らしく感じることができた二
学期でした。これも、保護者の皆様、地域の皆様のご理解ご協力のお陰と心より感謝申し上げます。

明日から冬休み【１２月２３日(土)～１月８日(月)１７日間】です。
「いい習慣」が、子どもたちを成長させます。

家族団らんで いい冬休みをお過ごしください。」

明日から１７日間の冬休みとなります。クリスマスやお正月等、年末年始の行事 【【【【【【【【【【【【

を通して、１年の節目として、家族の団らん・ふれあいの中で、家族の一員として
の心が育まれ、新年を迎え、よりよい自分を目指そうと夢や希望を育む大切な時期でもあります。
冬休み期間中は、楽しいことだけをして、ついつい生活のリズムが崩れ、三学期のスタートがうま

く切れない場合があります。やはり、「いい習慣」が、「よりよい自分」を育てます。ゲームやテレビ
に夢中になり過ぎ、遅寝遅起き・朝食抜きは、健やかな成長にはつながりません。決めた学習・運動、
規則正し生活、家庭の仕事（手伝い）をする「いい習慣」が、子どもたちを成長させます。ぜひ、一
日一日の「いい習慣」に、声かけをお願いします。
忙しい年末年始ではありますが、どうか事故のない「安全な生活」と、「いい習慣」へ、子どもたち

への声かけをお願いします。ぜひ、ご家族全員が健康で、事故のない有意義な生活を送っていただき
たいと思います。そして、１月９日（火）の第三学期始業式には、全校生が元気な姿で登校してくれ
ることを願います。どうぞ２０１８（平成３０）年、よいお年をお迎えください。

五年生の総合的な学習「第一小学校の歴史を調べよう」から

昨日、学年全体で、学校の歴史（沿革・校舎・先輩・校章・校歌・行事・特設活動等々）について発表会を
行いました。それぞれが、よく調べ、互いの発表をよく聞き合いまし

た。中には、大正４年制定の旧校歌（昭和２２年の現在の校歌が制定まで歌われた校歌）を調べ、メロディ
ーを演奏するグループもありました。以下、旧校歌を紹介します。

【１番】旭ヶ岡の桜花 流れも清き須賀川や
花と水とを心にて 進め誠の道すぐに

【２番】岩瀬の森の松の色 ときわかきわに栄え行く
天津日影を仰ぎつつ 励め誠の道すぐに

【５年総合の発表】 【３番】愛宕の山の月のかげ くまなく照らす学び舎に
数え（おしえ）のみことかしこみて みがけ誠の道すぐ

※ 冬休み中に、昔の小学校時代や子どもの頃のお話を、お子さんにされるのも家族のふれあいに、いいと思います。










